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★
卒
業
式
の
日
程 

 

開
始
時
刻
は
９
時
50
分
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
保
護
者
の
み
な
さ
ん
も
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

高
等
部 

３
月
10
日
（
月
）
12
時
下
校 

小
中
学
部
３
月
14
日
（
金
）
12
時
下
校 

202４年学習発表会  2025年 2月 8日（土） 9：40～１３：40 
プログラム  

              
開会式 9:40～ 

オープニングセレモニー 

みんなで歌おう 

学校長のあいさつ 

［１］高等部 歌・合奏 

『あるく歌』『狩人の合唱』  

［２］中学部 音楽劇 

『森は生きている』 

［３］小学部 歌 

『季節をめぐる音楽会』 

［４］ＰＴＡ 歌 

『LET’S DANCE～ぽよよん行進曲』 

 

［５］中学部 歌・合奏 

『わが想い風になり』『雨の音楽』他 

       

昼の休憩 

      

［６］教員 歌 

『パパパの二重唱』』『雨の音楽』他 

［７］高等部 劇 

『アリババと40人の盗賊』  

ストーリー～』 

おわりのことば  高等部 

 

み
ん
な
の
ア
ー
ト
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 
 

12
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
兵
庫
県 

立
美
術
館
に
て
、
み
ん
な
の
ア
ー
ト
展 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
内
の
特 

別
支
援
学
校
の
子
ど
も
達
の
作
品
が
所 

狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

本
校
出
品
作
品
で
は
、
高
等
部
３
年 

生
の
毛
利
謙
太
く
ん
が
「
兵
庫
県
教
育 

委
員
会
賞
」、
中
学
部
３
年
生
の
平
山 

鈴
菜
さ
ん
が
「
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会 

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

  
 

２
月
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
、

学
習
発
表
会
を
今
週
末
に
控
え
、
ど
の

学
部
も
演
技
の
最
終
仕
上
げ
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
の
予
行
演
習
反
省

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
演
技
を
見
た
率

直
な
感
想
や
改
善
点
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
ど

の
学
部
も
、
よ
り
子
ど
も
達
が
生
き
生

き
と
演
技
で
き
る
よ
う
に
、
舞
台
構
成

や
台
本
の
内
容
を
考
え
直
し
、
急
ピ
ッ

チ
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
し
て
い
た
教

員
演
技
が
復
活
し
ま
し
た
。「
パ
パ
パ

の
二
重
奏
」
は
男
女
の
掛
け
合
い
が
難

し
く
、
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、
当
日
に

は
美
し
い
歌
声
が
披
露
で
き
る
よ
う
に

教
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま
た
、
本

校
の
学
習
発
表
会
は
「
こ
の
行
事
が
素

敵
な
日
と
し
て
心
に
刻
め
る
よ
う
に
」

と
子
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ

て
、
緩
や
か
な
参
加
を
目
指
し
て
い
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。
日
々
の
子
ど
も
達

の
生
活
と
合
わ
せ
て
、
舞
台
発
表
を
楽

し
ん
で
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２
月
の
主
な
予
定 

３
日(

月)
 

体
重
測
定(

高
等
部) 

と
ま
り
木
相
談 

４
日(

火)
 

体
重
測
定(

中
学
部) 

Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
委
員
会 

５
日(

水)
 

体
重
測
定(

小
学
部) 

６
日(

木)
 

韓
国
教
員
グ
ル
ー
プ
参
観 

８
日(

土)
 

学
習
発
表
会 

10
日(

月) 

学
習
発
表
会
代
休 

13
日(

木)

Ｐ
Ｔ
Ａ
卒
業
生
の
保
護
者
を
送
る
会 

 
 
 
 

 

体
験
学
習(

小
学
部→

中
学
部
） 

 

17
日(

月)

日
本
福
祉
大
学
学
生
参
観 

（
～
19
日
ま
で
） 

と
ま
り
木
相
談 

19
日(

水) 

体
験
学
習(

中
学
部→

高
等
部) 

21
日(

金
）
お
別
れ
遠
足(

中
学
部
・
高
等
部)) 

28
日(

金) 

保
護
者
会(

高) 

 
 
 
 
 

お
別
れ
遠
足(

小
学
部) 
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お
別
れ
遠
足
に
で
か
け
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
お
別
れ
遠
足
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

小
学
部 

２
月
28
日
「
王
子
動
物
園
」 

※
雨
天
は
３
月
４
日
に
順
延 

中
学
部 

２
月
21
日
「
東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国
」 

 
 
 
 

※
雨
天
時
は
「
神
戸
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
」 

高
等
部 

２
月
21
日
「
ニ
ッ
ケ
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
」 

★１月１９日（日）午前１０時より、本校を卒業された新成人をお迎えして成人祝賀

会を開催しました。新成人のみなさんは、この日のために準備した振袖やスーツに身

を包み、少し緊張した面持ちで舞台に並びました。会場には、中学部と高等部の生徒

や現役生徒の保護者、卒業生とその保護者、旧教員などのたくさんのお客様が集い、

お祝いの気持ちが込められた温かい式になりました。式の後、体育館では「新成人を

囲んでの交流会（高等部）」、訓練棟談話室では「新成人保護者を囲んでの座談会」がそ

れぞれに開催されました。交流会では「お仕事のやりがいは」「今、一番の楽しみは」

など在校生からいろいろと質問があがりました。新成人はそれぞれの今の生活を自分

の言葉で語り、「学校時代の仲間との楽しい思い出をたくさん作ってください」とアド

バイスしていました。在校生はみんな熱心に耳を傾けていました。最後には小学部の

子ども達も来て一緒にマイムマイムを踊り、会場は大いに盛り上がりました。座談会

では、新成人の保護者から「卒業してからの変化の様子」や「仕事場での頑張りや悩

み」「今現在の生活で楽しんでいること」などが語られました。「学校時代の楽しい思

い出や仲間の存在が我が子や保護者の支えになっている」という報告もありました。

お話をお聞きしながら、「学校生活で大切にすること」について改めて考えさせられま

した。創立当時から大事にしてきた「成人祝賀会」の行事の意味を再確認できた１日

となりました 

 

哲
学
カ
フ
ェ 

第
５
回 

１
月
29
日
に
今
年
度
最
後
の
哲
学
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
16
名
で
今
年
度
一
番
多
い
参
加
者
数
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
」

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
思
い
を
出
し
合
い
、
対
話
し
て
い

く
こ
と
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
功
罪
や
何
を
つ
な
が
り
と
い
う
か
に
つ
い

て
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
哲
学
カ
フ
ェ
は
、
来
年
度
も

継
続
し
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

「縄」：平山鈴菜 制作 

  

Ｐ
Ｔ
Ａ
高
等
部
卒
業
生
の
保
護
者
を
送
る
会 

 
２
月
13
日
、
高
等
部
３
年
生
の
卒
業
を
前
に
そ

の
保
護
者
を
送
る
会
を
行
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
文
化

厚
生
部
の
役
員
を
中
心
に
、
楽
し
い
企
画
が
練
ら
れ

て
い
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
会
に
な
り
そ
う
で
す
。 


